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取扱説明書について
ご使用の前に本書をよくお読みの上、正しくお使いください。お読みになったあとは、いつでも見られる
ように必ず 保管してください。また製品を移動する際は、必ず本書を添付してください。
本書に乱丁、落丁などの不備がありましたら、お取り替えいたします。また、本書を紛失または汚損した
場合は、新しい取扱説明書を有償でご提供いたします。どちらの場合もお買い上げ元または当社営業所に
ご依頼ください。その際は、表紙に記載されている「Part No.」をお知らせください。
本書の内容に関しては万全を期して作成いたしましたが、万一不審な点や誤り、記載漏れなどありました
ら、当社営業所にご連絡ください。

輸出について
特定の役務または貨物の輸出は、外国為替法および外国貿易管理法の政令／省令で規制されており、当社
製品もこの規制が適用されます。
政令に非該当の場合でもその旨の書類を税関に提出する必要があり、該当の場合は経済産業省で輸出許可
を取得し、その許可書を税関に提出する必要があります。
当社製品を輸出する場合は、事前にお買い上げ元または当社営業所にご確認ください。

MicrosoftおよびWindowsは米国Microsoft Corp.の登録商標です。
その他記載されている会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。

取扱説明書の一部または全部の転載、複写は著作権者の許諾が必要です。
製品の仕様ならびに取扱説明書の内容は予告なく変更することがあります。

- 保　証 -

この製品は、菊水電子工業株式会社の厳密な試験･検査を経て、その性能は規格を満足していること
が確認され、お届けされております。
弊社製品は、お買上げ日より1年間に発生した故障については、無償で修理いたします。
但し、次の場合には有償で修理させていただきます。

1.  取扱説明書に対して誤ったご使用およびご使用上の不注意による故障、損傷。
2.  不適当な改造・調整・修理による故障および損傷。
3.  天災・火災・その他外部要因による故障および損傷。

なお、この保証は日本国内に限り有効です。
This warranty is valid only in Japan.



検点・守保 ■

ンコず必、は検点・守保めたるす止防を故事電感・

。いさだくてし業作てい抜をグラプらかトンセ

。いさだくでいなさ外はーバカ、際の検点・守保・

はたま元入購、は合場るあが要必す外をーバカ

。いさだく絡連ごへ所業営社当

な的期定めたるす持維を性全安、能性の品製・

、守保 、検点 、グンニーリク 。すましめ勧おを正校

動移 ■

さだくてし動移らかてし外てべすを類ルブーケ線配・

。い

重（量質るいてれさ載記に欄様仕の書明説扱取・

てし業作で上以人二、は品製るえ越をgk02が）量

。いさだく

起突のどな器熱放、盤子端、子端力出、はに品製・

。いさだくてし動移てし意注でのすまりあが分部

、は所場るあの差段や斜傾・ 全安どなすや増を数人

品製い高の背、たま。いさだくてし動移で法方な

、は てし意注に所場るえ加を力でのいすやし倒転

。いさだくてし動移

、はに際るす渡譲はたま動移を品製・ 明説扱取ず必

。いさだくてし付添を書

へ社当に軽気お、らたしまりあが点な明不ご

。いさだくせわ合い問お  
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い願おのへ者用使ご

作操 ■

科学の系気電の校高業工（識知的気電、は品製本・

解理を容内の書明説扱取が方るす有を）度程卒

的気電。いさだく用使ごで上たし認確を全安、し

、は合場るす用使が方い無の識知 なつに故事身人

が性能可るが を識知的気電ず必、でのすまりあ

。いさだく用使ごで元の督監の方るす有

、らたし認確を常異はたま障故の品製本・ にかや速

、し止中を用使 絡連ごへ所業営社当はたま元入購

。いさだく

格定ズーュヒ、格定源電力入ず必、はに前用使ご・

かいなが常異に観外のどなルブーケ源電力入びよお

。いさだく認確ご

 認確てい抜をグラプらかトンセンコず必 

。いさだくてし 

。いさだくでいなさ外、はーバカ 

事工置設 ■

、は所場置設・ り守おを境環用使の載記書明説扱取

。いさだく

子端地接・ 置設の上以種3第-準基備設気電、は

さだくてし続接へスーア地大るいてれさ施が事工

。い

、は合場るす給供りよ盤電配を源電力入の品製・

者格資有事工気電 、かう行を事工が 督監の方のそ

。いさだくてしを業作で元の

、はルブーケ線配・ 用使をルブーケ源電力入の属付

。いさだくてし す用使をルブーケの他りよに合都

、は合場る 定規線内の行発会協気電本日人法団社

。いさだくてし択選をルブーケてっ従に













































































第3章　操作方法

３．１．３　機能ブロック図
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第3章　操作方法
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メモ欄としてご使用ください。






























































































































































































































































































































































